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中学校国語科における「注釈」を用いた漠文学習の試み
-『論語』「孟武伯孝問」（為政第二）を教材として一
井上泰
中学校国語科教科書の多くには，『論語』が採録されている。稿者は，漢文テキストの学習を拡充させ
ていくことをねらいとし，中学校国語科授業において，『論語』「孟武伯孝問」（為政第二）と本テキスト
に対する 3つの「注釈」を用いた学習を行った。本稿は，その実践報告である。学習の実践から，「注釈」
を用いた学習の効果について述べたい。
1 . はじめに
本稿は， 20 1 6年度中学校2学年 12 2名に対して，
3学期に行った国語科授業の実践を報告するものであ
る。
中学校国語科教科書には，『論語』を採録するものが
多い。本校が採用している学校図書『中学校 国語2』
にも，『論語』 4編「子曰吾十有五而志千学」（為政），
「子日学而不思則岡」（為政），「子日由誨女知之乎」（為
政），「子貢問曰有一言」（衛霊公）が採録されている。
こうした教材の扱いについて，今年度，稿者は，昨年
度の国語科授業の中で漢文を扱っていないことを踏まえ
て（本校採用教科書『中学校 国語 1』は故事成語を採
録），まずは白文や訓読文などの意味から説明し，訓点
の意味を教えたり，書き下し文をつくる練習をさせたり
して，漠文という〈ことば〉の基礎的な知識を教えてい
った。
そして，次に『論語』を単に訓読のトレーニング教材
とするのではなく，学習者と『論語』とを出会わせる（学
習者が『論語』から意味を見出し，そこで思索すること）
ために，それぞれのテキストが開く間題領域を，「子日
吾十有五而志千学」＝〈人生〉，「子日学而不思則岡」＝
〈学知〉，「子日由誨女知之乎」＝〈知〉，「子貢問日有一
言」＝〈他者〉と授業者が設定して，学習者に考えさせ
ていった。授業後，学習者からは，「論語はおもしろか
った」，「奥が深かった」といった意見が聞かれた。
2 0 1 6年8月に出された「次期学習指導要領等に向
けたこれまでの審議のまとめ（報告）」（文部科学省 HP,
平成 28年 8月26日）には，古典学習について，「伝統文
化に関する学習については（略）古典を自分の生活や生き
方に生かす観点（略）から整理を行い，改善を図ることが
求められる。」 (ii)教育内容の改善・充実「イ教育内容
の見直し」）とある。「審議のまとめ」にあるように，稿
者も，学習者の「生活や生き方」と古典テキストとの接
点を考え授業を行うことで，学習者にとって古典テキス
トや古典学習が意味のあるものになると考えている。上
述した『論語』学習もその実践例の一つになるだろう。
ただ，こうした漢文学習を，さらに拡充させていくこと
はできないだろうか。そう考えて，本稿で報告する実践，
『論語』「孟武伯孝問」（為政第二）と，本テキストに対
する 3種類の「注釈」を用いる学習を行った。
本テキストの，「孟武伯」の孝とは何かという問いに
対しての孔子の言葉「父母唯其疾之憂」には，以下に示
すように 3種類の注釈がある。
①古注•••漢から唐にかけての注釈
（テキスト）『論語集解』，『論語義疏』，『論語正義』
（内容）父母には病だけを心配させ，他の事では心配させ
ない。
②新注•••南宋· 朱窯（朱子）の注釈
（テキスト）『論語集注』
（内容）父母は子どもの病を心配する（したがって子は健
康でいなければならない）。
③近世の注•••日本江戸，清の注釈
（テキスト）『論語古義』，『論語徴』，『論語正義』
（内容）子どもは父母の病を心配する。
①と②を比べると，主語が①は子，②は父母となり対
照的である。また，「疾」（病）についての考え方も反対
で，①は病は仕方がない，②は病こそを気をつけなけれ
ばならないという。③は，主語は子で①と同じだが，子
が父母の病を心配するという行為は，①の父母には病だ
けを心配させ，他事は心配させないという心構えと大き
く異なる。
以上のように解釈の異なる注釈を用いることで，〈訓
読〉という解釈行為を通して創造される漢文という〈こ
とば〉のおもしろさや難しさ，また，漢文テキストを解
釈するということについて広く考えていくことができる
のではないかと考え，実践を行った。
なお，注釈については，新釈漢文大系『論語』 (45 
頁）や辞書『全訳 漢辞海』にも記述があるが，今回は
主に，平成27年度に教員免許状講習として開講された
「漢文教材の現在と教材研究」（講師佐藤大志 大学
院教育学研究科教授，於広島大学， 2015.8.21)
での講義をもとにして教材分析を行った。
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